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研究成果の概要（和文）：本研究の目的はこれからの日本における新しい保育モデル（コアステーションとしての地域
協働型保育）価値や機能を検討し、保育のスタンダードモデルの試案を作成することであった。主な研究方法は文献研
究と先進的なアプローチを行っている事例の検討を中心に行った。また、海外（ニュージーランドやカナダ）の事例か
らもその有効性について検討を行った。その結果、保育における地域との協働はこれからの日本の保育実践において不
可欠な課題であり、世界的にも重要な取り組みとして注目されていることが明らかとなった。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study was to create a draft of the standard model of 
childcare and education site, and studied in Japan from this new nursing and teaching model (regional 
collaborative care as a Core station) functional value and features. Research methods principal the 
Center has done literature research and an innovative approach to case study. Also from abroad (New 
Zealand and Canada) case we consider its effectiveness. As a result, collaboration and community 
education is vital in Japan from this nursery, revealed as an important world-wide attention.

研究分野： 乳幼児教育学

キーワード： 地域　コアステーション　保育ﾓﾃﾞﾙ　ESD　共生と創造
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
(1)本研究に関連する国外の研究動向 
 国外の動向は 2005 年に日本が持続可能な
開発のための教育：ESD（Education for 
Sustainable Development）を世界に提案し、
10 周年を迎えて OMEP（世界幼児保育機構）
の世界会議では乳幼児教育に関するESDの成
果が検討された。筆者はこの世界会議に参加
して、日本で発信した概念である ESD が日本
の乳幼児教育ではその研究成果が殆どない
ことに驚かされた。 
(2)本研究に関連する国内の研究等の動向 
 国内の動向としては「子育て支援」が国レ
ベルで推進され、幼稚園教育要領及び保育所
保育指針などのｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝにおいてもその支
援の必要性が具体的な支援方法が強調され
て、子育て支援における「地域社会」との繋
がりや「地域の自然環境」に着目した研究が
盛んに行われるようになった。しかし、子ど
もの育つ環境としての地域社会の文化・伝統
そのものを保育環境や保育内容として実践
的にその意義を検討した研究は殆ど行われ
ていないのが現状であった。 
 以上のような経緯の中で、札幌市にある T
幼稚園の先駆的なｱﾌﾟﾛｰﾁ（幼稚園が地域共同
体として機能する保育実践）に出会い、さら
に 3.11 という東日本を襲った大災害の経験
から地域・家族・親子の絆を保育現場で再構
成、再創出する必要性を強く感じ本研究に着
手した。 
 
２．研究の目的 
 以下の 2点を明らかにすることを本研究の
目的とした。 
(1)これからの日本の保育におけるｺｱｽﾃｰｼｮﾝ
としての地域協働型保育という新しい保
育ﾓﾃﾞﾙの価値や機能について検討する。 

(2)地域協働型のｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞ保育ﾓﾃﾞﾙの試案を
作成し、新しい地域創生の核となる保育実
践ﾓﾃﾞﾙを提案する。（図１参照） 

 
＜本研究の仮説＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図 1   地域協働型保育ﾓﾃﾞﾙ 
 
３．研究の方法 
 主な調査・研究対象と研究方法は以下の 4

点である。（表１参照） 
(1)文献の検討 
 保育学研究、乳幼児教育学研究、OMEP ｼﾞｬ
ｰﾅﾙ等の保育実践や ESD に関する研究論文
を概観してﾓﾃﾞﾙ構築の基礎を作る。 

(2)質問紙調査 
 地域協働型の実践現場における価値や機
能に関する調査を実施して検討する。 

(3)実践事例の質的分析 
 先駆的な実践事例を収集して、ｲﾝﾀﾋﾞｭｰ   
 や観察法等により質的なﾃﾞｰﾀから保育内 
容や特徴をまとめる。 

(4)海外における実践事例の収集 
 国際的な視点からの検討のために海外に
おける実践についても情報を収集し、ｽﾀﾝ
ﾀﾞｰﾄﾞﾓﾃﾞﾙの構築に活用する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
表 1   研究の内容と流れ 
 
４．研究成果 
(1)文献検討 
＜保育学研究などの動向＞ 
 本研究は保育現場における地域との協働
を目ざした保育ﾓﾃﾞﾙ作りという点から保育
学研究（保育学会）や乳幼児教育学研究（乳
幼児教育学会）などの研究論文について検討
を行った。紙面の都合上、本研究がｽﾀｰﾄした
平成 24年から 26年の 3年間の保育学研究の
動向について本報告書では取り上げること
とする。 
① 「地域」に関する研究の動向 
 平成 24 年の保育学研究ではﾆｭｰｼﾞｰﾗﾝﾄﾞに
おける乳幼児保育について取り上げている
が、その内容は地域性では無く、評価に焦点
を当てたものであった。また、平成 26 年に
再びﾆｭｰｼﾞｰﾗﾝﾄﾞ就学前統一ｶﾘｷｭﾗﾑの作成過
程に関する研究が掲載されていたが、この研
究では先住民族のﾏｵﾘ族の教育とﾖｰﾛｯﾊﾟ系の
移民民族の教育の、2 つの文化の教育を統一
しようと考え、それぞれの文化が活かし合え
るｶﾘｷｭﾗﾑ（ﾃ・ﾌｧﾘｷ：統一ｶﾘｷｭﾗﾑ）が作成さ
れるまでの経緯が分析されていた。地域を捉
えるときに、従来からある地域の歴史や文化
をどのように理解し、新しい保育・教育内容
を創出するかといった課題が本論文から推
察できた。 
 平成 26年の保育学研究ではｽｳｪｰﾃﾞﾝにおけ
る保育評価に関する論文と台湾における幼



児教育の現状を報告する論文が散見された。
地域として世界的視野からその保育内容を
概観する傾向は近年、乳幼児教育においても
国際的な視点が求められるようになった結
果かもしれない。また、同じ年度の論文に地
域における子育て支援拠点事業を取り上げ
て、母親の自己成長を支援した論文が見られ
た。この論文では母親の成長を地域がﾊﾞｯｸｱｯ
ﾌﾟしていく必要性が強調されていた。 
②保育現場における地域との協働 
 平成 24 年の保育学研究では展望論文とし
て幼保小連携の課題と今後の方向性が取り
上げられていた。この論文では、地域との協
働の枠組みと方向性を示す内容が示されて
いたが、本研究のﾓﾃﾞﾙ案作成には直接的な関
連は見られなかった。また、幼稚園における
稲作の意義の検討が行われていたがこの論
文でも地域との協働としての保育内容とい
う視点はほとんど見られなかった。 
 平成 25 年に保育学研究で保育の場におけ
る子育て支援の課題が展望論文で示されて
おり、この論文では地域の子育て支援ｾﾝﾀｰと
の協働の重要性を示しているが、保育現場そ
のものが支援ｾﾝﾀｰ的な役割を果たし、ｺｱｽﾃｰｼ
ｮﾝとしての位置づけを持つといった枠組み
での検討は行われていなかった。 
 平成 26 年の保育学研究では地域子育て支
援拠点における困難や悩みを持つ親の支援
を検討しており、地域の様々な専門機関が連
携をしていくことが重要であると示してお
り、地域内の協働のあり方への示唆を得た。 
 
＜諸外国の研究動向＞ 
 諸外国の文献に関しては、現在、世界的に
注目されているﾚｯｼﾞｮｴﾐﾘｱ市（北ｲﾀﾘｱ）で行
われている保育実践に関する書籍、ﾆｭｰｼﾞｰﾗﾝ
ﾄﾞで提唱している教育・保育統一ｶﾘｷｭﾗﾑ、
OMEP の世界会議で報告された発表論文等か
ら世界的な動向を検討した。 
その結果、ﾚｯｼﾞｮｴﾐﾘｱ市の保育実践はまさ

に、北ｲﾀﾘｱという地域だからこそ創められた
保育実践であり、地域の産業や地域のあらゆ
る資源がその保育教材として活用され、さら
に子どもたちはその大いなる自然（広義の地
域環境）を自分の心の言葉でｷｬｯﾁして自己成
長するｶﾘｷｭﾗﾑであり、今後の日本の保育にも
そのような地域資源を最大限に生かした保
育実践が子どもの心の成長に不可欠である
と考えた。さらに、ﾚｯｼﾞｮｴﾐﾘｱ市の保育では
家族と保育者がﾎﾟｰﾄﾌｫﾘｵという保育記録を
基にｶﾝﾌｧﾚﾝｽをもち、保育を共に作るという
協働が行われていることも分かった。 
また、ﾆｭｰｼﾞｰﾗﾝﾄﾞの幼保統一ｶﾘｷｭﾗﾑである

ﾃ・ﾌｧﾘｷについても文献研究を行った結果、
ﾚｯｼﾞｮｴﾐﾘｱ市で使われている保育記録ﾎﾟｰﾄﾌｫ
ﾘｵと同じような役目を持つ、ﾗｰﾆﾝｸﾞｽﾄｰﾘｰと
いう保育記録が存在していた。ﾗｰﾆﾝｸﾞｽﾄｰﾘｰ
は保育者が中心となって記録するが、その記
録には子ども自身も、保護者や祖父母まで自
由に参画できる家族を繋ぐ保育記録であり

その教育実践の中核に位置付けていること
が分かった。 
OMEP の世界会議（ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ）における研究

発表においても、依然として ESD に関わる研
究論文が多く発表されており、地球環境、自
分たちの暮らす町、地域が教育の拠点、教育
の原点という考え方が世界的な課題と言え
よう。地域における文化、環境、伝統、経済
様々なものを子どもたちに引き継ぎ、受け継
いだ子どもたちは未来に向けて創造を重ね
ながら継承をしていくという教育のｻｲｸﾙの
重要性が改めて確認された。 
(2)国内における先駆事例の検討から 
①T 幼稚園による地域を創り、支える保育の
実証検討 

 かつて地域共同体の中で子どもたちが大 
事に育てられた時代は終わり、地域共同体的 
教育環境は衰退し、核家族化が進行し、近年 
の日本の家族の風景は孤立の一途を辿って 
いる。この傾向は、子育ての中心となる母親 
や父親の子育て不安やｽﾄﾚｽを、増大させてい 
ると言われている。このような家族の教育環 
境としての危機的状況に一石を投じた保育 
が「T幼稚園における地域ｺﾐｭﾆﾃｨの再生と創 
造」であった。そこで、地域協働性を育み、 
地域の中で親子が育ち合う環境を提供して 
いる保育実践は日本でも希少な存在で、先駆 
事例として価値があると考え検討を行った。 
（図２参照） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図 2   保育の地域交流型ﾓﾃﾞﾙ a（従来型）と 
    地域社会一体型ﾓﾃﾞﾙ b（T園）の対比 
 
 研究 1では T幼稚園の保育環境や保育実践
を 2 年間、観察やｲﾝﾀﾋﾞｭｰにより情報を収集
して、保育の質的な検討を行った。 
 その結果、T 幼稚園の一日は親子での登園
から始まり、終日、希望者は親子で幼稚園の
環境の中で共に過ごし、保育者からの支援を
得ながら子育てを行う。そのために、保育内
容もﾌﾚｷｼﾌﾞﾙでその日の自然環境や社会的な
出来事等により保育者と親とで共に子ども
を保育するというものであった。研究 1の結
果から、T 幼稚園における保育は幼稚園とい
う保育施設を地域の核（ｺｱｽﾃｰｼｮﾝ）として位
置づけ、共同生活の場として機能しているこ
とが分かった。さらに、このような環境の中



で保育者も親も共に良きﾓﾃﾞﾙとなりその中
で互いに刺激し合いながら自己成長を遂げ
ている姿がｲﾝﾀﾋﾞｭｰを通して明らかとなった。 
地域の人びとも気軽に足を運び、ｻﾎﾟｰﾄﾈｯﾄﾜｰ
ｸも自然発生的に生れて、子育ての不安やｽﾄﾚ
ｽが解消されていることも明らかになった。 
 研究 2では T幼稚園に在籍していた（卒園
児）又は、現在も在籍している（在園児）の
母親 8名と保育者 6名に主体的な自己成長に
関するｲﾝﾀﾋﾞｭｰを実施して質的に検討した。 
 その結果、T幼稚園の親は「新しい自分との
出会い」や「当たり前のことに感謝できるよ
うになる」といった自己への覚知が成長と捉
えていた。一方、保育者は「自分で変わりた
いと思う」や「新しい自分を発見する」とい
った積極的に自己成長への目標が有る中で
保育実践を通して自己成長している姿が明
らかになった。 
 研究 1・2 の研究結果からなぜ T 幼稚園を
保護者も保育者も選び、自己成長を遂げよう
と考えるのかといったﾌｧｸﾀｰを分析した結果、
T幼稚園の選択意義の最も重要なﾌｧｸﾀｰは「大
自然に囲まれた親友家族」であり「心の解放」
や「あるがままの自分」といった情緒安定要
素も自己成長に関与していた。地域協働体的
保育実践の効果はこのような心の安全基地
の形成に有るのかもしれない。 
②恵庭市ﾌﾌﾟﾚｲｾﾝﾀｰの取り組みからの検討 
 恵庭市（北海道）という新しく開発された
町が地域創生、内閣府「地方の元気再生事業」
の採択を受けて、新しい「子育て支援」を展
開した。この実践はﾆｭｰｼﾞｰﾗﾝﾄﾞの子育て支援
として根付いている「ﾌﾟﾚｲｾﾝﾀｰ」という親の
自主運営型の子育て支援ｾﾝﾀｰを日本で初め
て自治体が運営するという画期的な取り組
みであった。地域が主体的になって親を育て
るという先駆事例として検討する必要があ
ると考えて本研究対象とした。 
 先ず、ﾌﾟﾚｲｾﾝﾀｰという保育方法について十
分に理解する必要が有ったため、ﾆｭｰｼﾞｰﾗﾝﾄﾞ
のﾌﾟﾚｲｾﾝﾀｰに関する文献研究からｽﾀｰﾄした。
ﾌﾟﾚｲｾﾝﾀｰはｲｷﾞﾘｽｶﾞ発祥の地では有るが、現
在のﾆｭｰｼﾞｰﾗﾝﾄﾞで展開されているような形
に整ったのはﾆｭｰｼﾞｰﾗﾝﾄﾞ式と呼べるようだ。
この保育方法は 60 年の歴史を持ち、その保
育目標は「家族が一緒に成長する」であり、
「自由遊び」「親の学習」「親の協働運営」の
三原則を掲げて推進されている。 
 研究１では、恵庭市におけるﾌﾟﾚｲｾﾝﾀｰの実
態を明らかにするために観察・ｲﾝﾀﾋﾞｭｰによ
り特に親の学習会と協働運営の実態を調査
した。その結果を得て、従来からの市区町村
で行っている子育て支援「ひろば活動」への
参加者とﾌﾟﾚｲｾﾝﾀｰの参加者ではその必要と
している支援が質的に違うのではという仮
説を得ることができた。そこで、研究2では、
同じ恵庭市における2つの子育て支援の親の
実態やﾆｰｽﾞからその価値や機能の違いを質
問紙から検討を行った。本報告書では研究 2
について詳細に報告する。 

 2 つの子育て支援を区別するためにﾌﾟﾚｲｾﾝ
ﾀｰ群を（恵庭）、一般の子育て支援群を（一
般）として収集したﾃﾞｰﾀを整理した。 
 先ず、利用者の特徴はﾌﾟﾚｲｾﾝﾀｰ利用者は 30
代～40 代の親が多いが、一般の子育て支援利
用者は 20 代～30 代と若い層（第 1 子）の親
の利用が多いことが分かった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
表 2  利用者の特徴・年齢 
 
また、子育てを手伝ってもらえる可能性では
ﾌﾟﾚｲｾﾝﾀｰ利用者は「仲間」をその対象に選ぶ
という特徴が見られ、これは親が子育て支援
ｾﾝﾀｰを自主運営することで得られる仲間意
識なのかもしれない。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
表 3   子育てを手伝ってもらえる可能性 
 
その他にも、ﾌﾟﾚｲｾﾝﾀｰ群は仲間と共に成長し
ているという主体的な成長への回答が多く、
一般群は初めての子育ての入口、家では得ら
れない体験の場所、家以外の居場所作りとし
て支援ｾﾝﾀｰを利用しているという実態が明
らかになった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
※ﾌﾟﾚｲｾﾝﾀｰの写真 



③ESD という視点からの地域における協働 
地域ｺｱｽﾃｰｼｮﾝとして保育の検討 

 ESD：持続可能な開発のための教育という概
念は日本においても小学校以上の学校教育
現場では環境養育として市民権を得るよう
になった。しかし、乳幼児を対象とした保育
の領域においては、大多数の保育者が具体的
な保育ｲﾒｰｼﾞを描くことは不可能な状況であ
る。このような現状の中で、筆者は OMEP の
活動を通して世界的な乳幼児を対象とした
保育における ESD の実践に多く出会う中で、
日本の保育においてはESDという概念は理解
できなくとも、すでにその概念が内包され、
実践されてきていると実感していた。そこで、
保育に関連ある学会の自主ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑを何度
も開催する中で、従来からある日本の保育を
例に挙げて、ESD というﾌﾚｰﾑから「自然材と
しての木育」「保育者養成における ESD- いの
ちを大切にする心を育て教育」や「自然を活
用した幼稚園の取り組み」「ねぶた祭りを取
り入れた幼稚園の実践」について検討してき
た。その結果、地域環境の重要性が明らかと
なった。さらに、地域の文化や伝統を幼稚園
行事に無理なく自然な形で取り入れて実践
しているケースが多いことが分かった。これ
らの地域の環境や文化、伝統を結びつける人
の「協働性」の観点やそれぞれの地域が持つ
歴史や風土、特性をどのように保育に活かし
ていくかといった新しい課題が見つかった。 
(3)諸外国における取組の検討から 
 本研究では、日本の保育における地域協働
型の保育のｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞﾓﾃﾞﾙを先駆事例から検
討しょうと考え、研究を進めていたが、日本
における事例は未だ少なく、地域協働型の事
例を諸外国の実践にも対象を広げた。 
 具体的には、近年、幼保統一ｶﾘｷｭﾗﾑ策定を
いち早く推進したﾆｭｰｼﾞｰﾗﾝﾄﾞの保育実践に
着目をした。ﾆｭｰｼﾞｰﾗﾝﾄﾞには先住民のﾏｵﾘ族
文化とﾖｰﾛｯﾊﾟ系移民の文化との調和を図る
ことが統一ｶﾘｷｭﾗﾑ策定では大きな障害でも
あった。しかし、従来からその地に根差した
ﾏｵﾘの文化を活かしてこそ、共生と考えたﾖｰﾛ
ｯﾊﾟ系移民の人々の努力により、まさに民族
の協働型保育実践を実現した。実際の研究推
進にあたり、2 回ﾆｭｰｼﾞｰﾗﾝﾄﾞの保育施設（幼
稚園、保育所、ﾌﾌﾟﾚｲｾﾝﾀｰ、家庭保育所）及
び小学校を視察し、多くの貴重なﾃﾞｰﾀを得る
ことができた。ﾆｭｰｼﾞｰﾗﾝﾄﾞの勇気ある取り組
みは、これからの日本における幼保一体化や
ESD の推進の良きﾓﾃﾞﾙとなるであろう。加え
て、保育実践の中で作成されている保育記録
であり保育評価としても機能する「ﾗｰﾆﾝｸﾞｽﾄ
ｰﾘｰ」は子どもと家族を、子どもと子どもを、
子どもと保育者を、保育者と家族を、家族・
地域・国を繋ぐ、素晴らしい記録方法である
ことを視察により実際的に学ぶことができ
た。しかし、本研究ではその具体的な価値や、
効果について検討は出来なかった。今後の研
究を推進する上で、大きな課題と目標を得る
ことができた。 
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